
（別紙３）

～ 令和7年年　4月　16日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

～ 令和7年年　4月　16日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・より専門的でありながら児童等に分かりやすいプログラム

の作成や、個別にて本児らの気持ちを聞いていく時間の確保

を意識し取り組んでまいります

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・休んでいるスタッフがいてもしっかりと情報共有できるよ

うなツールを使い、みんなで情報共有していきます

2

3

○事業所名 思春期サポート未来の宝アダマスrise

○保護者評価実施期間
令和7年　3月　17日

○保護者評価有効回答数

令和7年　3月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　4月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・スタッフ全員が同じ情報を持てるようしっかりと情報共有を

行っていきたいと思います

・勤務がシフト制のため交換で休みを取っています。そのた

め、全員が揃ってのミーティングは、ほとんどありません

・児童発達支援事業ではありますが、高校に在籍していない

18歳未満の児童が通っている事業所です。思春期対象事業所

のため、同年代と一緒に日々の活動に取り組めるところが強み

です

・社会に出たときに困らないよう、社会生活を意識したプログ

ラムが多くあります。

事業所における自己評価総括表公表


